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中央構造線に沿 う第二 瀬戸 内期の 堆積場一
その 時代 と変遷

水野清秀
＊

Age 　and 　tectonic　development 　of　the　Plio−Pleistocene　sedimentary 　basins　along 　the　Median　Tectonic

Line，　Southwest 　Japan

　 　 　 　 　 　 　 　 ＊Kiyohide　Mizuno

Abstract　The 　P置io−P置eistocene 　sediments 　are 　distribu仁ed 　 along 　active 　fault　system 　of　the　Median　Tecto−

nlc 　 Line　 from　 central 　 Kii　 Peninsu［a 　 to　 Shikoku，　 Southwest　Japan，　 Those 　 are 　 named 　 the　 Shobudani

Formation，　Yudani　Format めn　of　the　Osaka　Group，　Moriyama 　and 　Dochu　Formations，　Okamura　Forma ．

tion　 and 　 Gunchu　 Formation　 from　 east 　to　 west 、　Each　 formation　 eonslsts 　 of　 a　sequence 　 of　f［uvia 旦or

lacustrine　deposits．

　　The　 age 　 of　the　 strata 　is　 esUmated 　to　 range 　fro皿 the　 Middle　 Pliocene（ca ．3Ma）to　 around 　 the

boundary　 of 　the　Ear］y．Midd 匡e　 Pleistocene　 on 　the　basis　 of　 magnetostratigraphy ，　 fission　track　datlng，

plant　 macrofossil 　assemb 監ages　 and 　the　correlation 　 of　 widespread 　tephras ，　But　3Ma 　 as　the　lower 　limit

age 　is　not 　exact 　because　it　is　based　on 　pEant　fossils　data　only ．

　　 It　is　 estimated 　that　small 　sedimenLary 　basins　were 　formed　from　about 　3Ma　along 　the　Median 　Tec．

tonic　Line，　 being　 separeted 　from 　the　basins　 around 　the　 Qsaka　Bay 　 on　the　 northeast ．　 The　 new

sedimentary 　basins　 wide 正y　deve［oped 　from 　about 　2Ma 　and 　 continued 　till　 about ヒhe 　end 　of　the　Early

Pleistocene，　but　after 　then　 some 　 parts　 upEifted 、　It　is　not 　clear 　 whether 　the　present　depos重t重onal 　 areas

were 　Clefined　at　that　time 　or 　have　developed　later．

　　 The 　northern 　 or　 southern 　 margin 　 of 　the　basins 　formed 　during　2一ユMa 　are　bounded　by 　the　faults

whose 　topographic 　features　are 　not 　sharp ．　The 　time　of 　the　fau監t重ng 　was 　examined 　in　the　Kinokawa 　Val・

ley　 area 　 of 　Kii　 Peninsula　 as 　 an 　 example ．　 Along　the　fautts　 angular 　gravels 　 belonging　to　the　Shobudani

Formation 　have 　deposited．　The 　upper 　parL　of　the　formation 　has　covered 　the　fault　cutting 　the　lower 　part

in　the　east 　area ，　whi 且e　the　upper 　part　conformab 旦y　overlies 　the　lower 　part　and 　is　cut 　by 　the　fau｝t　in　the

west 　 area ．　 Therefore　it　is　estimated 　 that　those 　 faults　 were 　act正ve 　 at　 near け the　same 　time　 whell 　the

sedimentary 　basin　developed，

Key　werds ；Plio．Pleistocene，　sed 孟mentary 　basin，　Median　Tectonic　Line，　Shobudani　Formation，　plant　fos−

　　　　　 si1，　widespread 　tephra

は　 じ　 め 　 に

　瀬戸 内海周 辺 地 域 に は，鮮新世以後の 先段 丘 堆積物が

点々 と分 布して い る（Fig．　D．こ れ ら の 地 層 群 は，前
一

中期中新世に こ の 地域 に 堆積 した第
一

瀬戸内累層群 に 対

して，第二 瀬 戸内累層 群 と呼ば れ て い る （池辺，1957；

笠 間 ・藤 田 ，エ957）．そ れ ら の 多く は，数 10万 年 以 上 の

堆積期 間 を持 つ
一

連 の 堆積物で あ り， 相対的な沈降域 を

埋積 した地層 で あ る と考え られ る．

　紀伊半島中部か ら四 国 に 至 る，中央構 造線に沿 っ た 地

域 に は ，第四 紀 に 活動 して い る 断層（中央構造線活断層

系）が存在 して い る（岡 田 ，
1973b＞．こ れらの 断層 に 接

す る よ うに，第二 瀬戸内累層群 に属す る地 層が 細長 く分

布 して い る，そ の 主 要 な もの に は，紀 伊 半 島中部 紀 ノ 川

＊
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Fig．1　Distribution　of　the　Plio．Pleistocenc（pre ．terrace ）sediments 　around 　the　Seto　Inland　Sea　and 　along 　the　Me ・
dian　Tectonic　L重ne ．
1．Sekinan　 and 　 Oita　 Groups，2．Qzu　and 　Uch 重ko　 Gravel　 Beds，3．　 Gunchu 　 Forma しion，4．　 Saijo　 Formation，5．
Okamura　Formation，6，0nomichi　and 　Sayo　Gravel　Beds，7．　 Mitoyo　Group，8，　 Moriyama　 and 　Dochu　Formations，
9−12 ．Osaka　Group （9．　 northern 　and 　central 　part　of　Awaji　lsland，10，　 southern 　part　of　Awaji　Island： Yudani
Formation，11．　 Harima　Basin、12．　 Osaka　Basin），13．　 Shobudani　Formation．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ だに

流域 の 菖蒲谷層，淡路島南端部 の 大阪層群油谷累層，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ど らゆう

徳 島県吉野 川 沿 い の 森 山層及 び 土 柱 層，愛媛県西 条市
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぐん らゆ う

周 辺 の 岡村層，松山平野南西端 の 郡 中 層 が あ る．こ れ

らは，南北幅10km以内の 東西 な い し北東一南西 に細長

い 盆地 に 堆積 したもの で あ る．

　中央構造線沿 い の 地層 の年代 に 関す る資料が，最近に

な っ て 多くの 研究者 に よ っ て 出されて きた．本稿 で は ，

そ れ らの 資料 を整 理 し，まず地 層 の 年代 に つ い て 議論す

る．ま た それ を もと に堆積場が い つ 頃か ら形成 され
，

ど

の ように変化して きた か につ い て ふ れ る．さ らに堆積場

の 形成 は断層活動 と も密接 に 関係 して い る はず で あ る，

こ の 問題 に 関 して は紀伊 半島中部 地域 を例 に して 検討 を

行なう．た だ現在沈降域 に あ り，埋積さ れつ つ あ る堆積

場 につ い て は，その 年代や 地質構造 に関 す る十分な地下

資料が ない ．従 っ て ，主 に 前期更新 匿末期以前 の 地表 に

露 出 して い る 地層 を対象 に して 考 え る こ とに す る．

中央構造線 に 沿 う鮮新 ・更新統 に 関する資料

　巾央構造線沿い の 各地層 につ い て そ の 層序，岩相等を

略述す る．挟在す る 火 1【恢 層 とその フ ィ ッ シ ョ ン ・ト

ラ ッ ク年代値，古地 磁 気 極 性 及 び 主 要な 植物化石 に つ い

て は，最新 の 資料 以 外 は 文献 の み を示 し，主 なデ
ー

タ は

Fig．2 及 び Flg．　3 に 示 した．なお Fig，3 に示 した 植物化

石の 産出層準 に は ，必ず し も明確 で は な い もの が ある．

　 菖 蒲谷層

　紀伊半島中部 の 紀 ノ 川沿い に分布する 先段 丘 層 につ い

て は，従来菖蒲谷層 とい う名前を含 め，様 々 な名 称 で 呼

ばれ て い たが ，こ こ で は 菖蒲谷層 とい う名称 をそ の 総称

と して 用 い る．本層 は 河川成 の 礫層 を主体 と し，粘土層，

砂層を挟 む堆積物 で ，層厚 は200m 以上 に 達す る ．菖蒲

谷層 は，最 下 部 層 ，下 部 層，上 部層及 び 最．卜部層 に 区分

され る．下 部層 と上 部層 は 広 く分 布 し，そ れ ぞ れ 寒川

（1977）の 菖蒲谷層及 び 五 条層 に 相 当す る （Monl 。hara　et
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ う そ く

al．，1990）．最 下 部層 は紀 ノ 川 河谷東部 の 吉野 町 香束等

に 分 布す る．最 下 部層 と下 部層 と は礫種組成等が異な り，

　 　 　 　 　 　 　 し

また 最下 部層 か らは よ り古い タ イ プ の 植物化石が 産出す

る こ とか ら，両層の 関係 は 不整合 で あ る可 能性が 高 い （水
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ かわ

野 ・百 原 ，1992）．紀 ノ 川 下 流 域 の 粉 河 町 付近 に は ，挟

在す る火山灰層 の 広域対比か ら上 部層 よ り新 しい と推定

され る地 層が あ り，この 層準 を最上 部層 と呼ぶ ．
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　菖蒲谷層中に挟在す る主 な 火山灰 層 に は，橋本市付近

の菖蒲谷 1一菖蒲谷 6火 山灰 層，五條市付近 の 五 條 ユ
ー

五 條 5 火 山灰 層，粉 河 町 の 粉 河 寺 火 山灰 層 ，打 田 町 の 枇

杷谷火山灰 層 が あ り， そ れ らの うち の い くつ か に 対 して

は 古地磁気測定が行なわれ て い る （水野 ・百原，1992）．

菖蒲谷 1火山灰層 は 御幸辻火山灰層，菖蒲谷 6 火山灰層

は地 蔵寺火 山灰 層 と も呼 ばれ，フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク

年代値が 求 め られ て い る （鈴木，1988）．粉河寺火山灰層

に対 して も年代値が 出 され て い る（水野
・
吉川，1991）．

菖 蒲 谷 層 か ら は 多 数 の 植 物 化 石 が 産 出 して い て ，三 木

（1948），志 井 田 ・
粉川 （1954），Momohara 　et　al．（1990），

水野 ・百 原 （1992）な どに よ っ て報告され て い る．

　大阪層 群油谷累層

　淡路島南端 の 南淡町阿万 か ら灘地区に かけて 分布す る

地 層 を油谷累層 と呼ぶ （平山
・田 中，1955を再定義）．水

野（／987）は本層 に 相当す る 地 層 を灘層 と呼ん だ が，こ の

名称 は和泉層 群 の 灘累層 と混同す るお そ れ が あ るた め，

廃棄す る．ま た淡路島に分布す る鮮新
・更 新統 はすべ て

大 阪層 群 に 含 め る （水 野 ほ か，工990）．本 層 は，層 厚

120m 以 上 で ，主 に 河 川 成 の 砂礫層 か らな り，粘 土 層 を

挟 ん で い る ．Miki（1950）及び 水野（1987）に よ り植物化石

が報告されて い る．

　森山層 ・土 柱層

　森 山層及 び土柱層 は徳鳥県吉野川流域 に分布する．

　森 山層 （阿 子島 ・
須鎗，1989）は，吉野川 下流 域 南岸 の

川 島町
一

鴨島町付近 に 分 布 す る．主 と して 礫 層 と粘 土 層

よ りなる
， 河 川

一
小 規模 な 湖沼成 の 堆積物 で ，層 厚 は

60m 以 上 で あ る．本層 下 部 に 藤井寺火山灰層が挟 まれ，

そ の フ ィ ッ シ ョ ン
・トラ ッ ク 年代が 求め ら れ て い る （阿

子島 ・須鎗，1989）．ま た 三 木 （ユ948），Miki（1957）な ど

に よ っ て，植物化石が 報告 され て い る，

　土柱 層 は，吉野 川 北 岸 に 分布す る先段丘 層 の 総称で あ

る（水 野，1987），河 川 成 の 礫 層 を 主体 と し，層 厚 は少 な

くと も80m 以 上 に 達す る．土 柱火 山灰 層 ，井 出 口 （また

は 大久保谷）火山灰層な ど，数枚 の 火 山灰層が挟在 して

い る（水野，1987 ； 阿子島 ・須鎗，1989）が，そ の 層序 関

係 は よ くわ か ら な い ．こ れ らの 火山灰屡 の フ ィ ッ シ ョ

ン ・トラ ッ ク年代 測定が 阿 子 島・須鎗（1989）に よ っ て，

また古地磁気測定 が 水 野 （1987）に よ っ て 行 なわ れ て い

る．さ らに 花粉分析 が LLI崎（1985）， 阿 子島 ・須鎗（1989）

に よ っ て 行 な わ れ て い る．⊥ 成町 lll分 に 分布す る 土柱層
　 　 　 　 くまだ に じ

中 か ら は熊 谷寺 火 山灰 層（新称）が 発見 され た．本層 は，

厚 さ約40cm ，灰 白
一ピ ン ク 色 で，層 状 を な し，ガ ラ ス

質の 火 山灰 か らな る．

　 なお 水野（1987）は阿波町i 谷 に分布す る西谷火山灰層

を土柱層 中 の もの で あ る と考 え，また 阿 子 島 ・須 鎗

（1989＞は そ の フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク 年代 を，O．45±

O．11Ma と求 め た が，こ の 火 山灰 層 は，中位段 丘 面 を構

成する 長峰礫層（岡田，1970）中の もの で ある 可能性 が 高

い ．ま た 水野 （ユ987）は ヒ メ バ ラ モ ミ（J’icea　m αximOtvtcaii

Regel＞等 の 植 物化 石 を報 告 した が，そ れ ら を含 む地 層 も

段 丘堆積物で あ る と考えられ る．一
方，池 田 町 馬路深 川

谷 に分布す る，段丘層とされ て い た シ ル ト主体層中の 亜

炭層 か ら，前期更 新世 以 前 の 地 層 か らの み 見 出 され る メ

タ セ コ イ ア （Metasequoia　gtyPtostrobofdes　Hu　et 　Cheng）の

球果が産出 した （同定 ：百原　新）．こ の 地層 は 土柱層 に

相当す る と考 え られ る．

　 岡 村 層

　愛媛 県小 松町，西条市，新居浜 市周辺 に 分 布す る先段

丘層を総称 して 岡村層 と呼 ぶ ．高橋（1958）は 小松町 付近

に 分 布す る 地 層 を 岡村層 とそ れ を不 整合 に 覆う大 谷池 層

とに，また岡田 （1973a）は下 位 の 岡 村層 と上位 の 氷見 礫

層 と に 区分 した．しかし両地層問の 明瞭な違い や 不整合

は見 出す こ とが で きな か っ た の で ，本稿で は 両層 を合せ

て 岡村層 と して 扱 う，本層 は礫層 を主体 と し，粘土層 ，

砂層 を挟 む河川 一
小規模 な 湖沼成の 堆積物で あ り，層厚

は 少 な くと も70m以 上 で あ る．岡村層 か ら は，高橋

（1958），稲見（1982＞等に よ っ て 植物化石が 報告され て い

る，また小松 町 岡 村南方 の標高約 120mの 地 点 の 礫層 中

から岡村火山灰層（新称）が発見され た．本火山灰層 は厚

さ 80cm 以 上 で ，黄灰 色 を呈 す る ガ ラ ス
ー
結 晶質火山灰

か らなり，重鉱物 は 普通角閃石が 多 い ．そ の フ ィ ッ シ ョ

ン
・ト ラ ッ ク 年代 は 1．4± O ．2Ma と求 め ら れ た （京都

フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク 社測定）．

　郡 中層

　郡 中層（永井，1957）は，松 山平野南西 端 の 伊予市森 の

海 岸 沿 い に 露 出 す る，湖 沼
一

河 川 成 の 地 層 で あ り，層厚

は 300m 以 上 に 達す る．本層 下部は 粘 土 層 が 優勢で，上

部 に は礫層が発達す る （高橋 ・鹿島，王985 ；水野，1987

な ど）．本層 に 挟在 する 主 要な火山灰層 は 下 位 よ りT1

− T8 と呼ば れ て い る（水野，1987）．また松井 ほ か （1985）

に よっ て フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク年代
・
占地 磁気測定が

行なわ れ て い る．また八 木（1955 ），水 野 （1987）に よ っ て

植物化石 が 報告 さ れ て い る．

　森海岸 よ り約 7km 南西 に あ た る 双海 町唐崎 の 海岸 に

は，小 規模 に鮮新
・更 新統 が分布 して い た こ とが報告さ

れ て い る（八 木，1955）．本層 か らは森海岸 よ りも古い タ

イプ の 植物化石 が 産出 して い る（八木，1955），

　 その 他の 地層

　 これ らの 地 層 の ほ か に，松山平野東縁 の 川 内町 に は 鳥
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6 水 　野 　清 　秀

ノ子層（長 谷 川，［988）が，松11」平野 南部 の 伊 予 市八 倉付

近 には 八 倉層（高橋 ほ か，1984）が 分布 して い る，そ れ ら

は 王 と して 河川 成 の 厚い 堆積物で ，礫層 を主体 と して い

る．

鮮新 ・更新統 の対比 と その 基準

　中央構造線沿い に 分 布す る鮮新
・
更新統 の 年代を， 大

型植物化 石 の 産出状況，挟在す る テ フ ラ の フ ィ ッ シ ョ

ン
・

トラ ッ ク年代 値，古地磁気層序及 び テ フ ラ の 対 比 な

ど か ら検討す る．古 地 磁 気 タ イ ム ス ケ
ー

ル は Mankinen

and 　Dalryrnple（1979）に 従 う．ま た対 比 の 基 準 と なる 標

準層 と して 大 阪 盆 地 に 分布する 大阪層群をと りあ げ る．

こ の 地域の 大阪層群 は，火 山灰，古地 磁気，植物化石 層

序 が 確 立 さ れ
， ま た 放 射 年代値 も 多数出 され て い る

（ltihara　et　al．，1975； 市原 ほか，1986な ど ）．そ の 他 に瀬

戸内海周 辺 に分布す る地層 （淡路島の 大阪層 群，香川 県

讃岐平野 南部 の 三 豊 層 群，別府湾西岸の 大分層群 ，広 島

県 南 部 の 西 条層）との 対比 も考 え る．こ れ らの 地層 の 資

料 は Flg．2及 び Fig，3 に示 した．

1．大型植物化石 に基づ く対比

　 い くつ か の 植物 は，鮮 新世 か ら更新 世 の ある 時期 に 絶

滅 あ る い は 日本列島か ら消滅 し， 逆に い くつ か は新 し く

出現 して い る．大 阪 盆 地 で はそ れ らの 生層序が ある程度

明 らか に さ れ て い る （市原ほ か，L986 ；Momohara ，1992

な ど）．こ れ を基 準 に 対比を行 な う．そ れ ぞ れ の 植物 の

消滅 や 出 現 の 時期 は，広域的に み て 同時 で あ る と は限 ら

ない が，後述す るテ フ ラ の 対 比 結果 と あわせ る と，そ の

時期に は 大 きな差 は な い と思 わ れ る．従 っ て ，以下 の 議

論 は い くつ か の 植物 の 消滅，出現 が広 域 的 に ほ ぼ 同時期

で あ る こ とを前提 とす る．なお 各植物 の 産出状況 は，厳

密 に は数万
一
／0万年程度の 間隔 で 繰 り返 され る 温 暖期 と

寒冷 期 とで 異 な る 可 能性が 高い が ，本稿 で は そ の 精 度 ま

で は ふ れ な い ．

　フ ウ 属 （Lia”idambar）は，大 阪 で は ガ ウ ス 正 磁極期

（3．40−2．48Ma）の 後期あた りで 消滅 して い る．また カ リ

ヤ 属（Ca．rya）は さ ら に 占 い 時 期 に消滅 し た 可 能性 が 高い

が 明 確 で は な い （以上 Momehara ，1992）．フ ウ 属や カ リ

ヤ属 は 中央構造線沿い の 地域 で は，紀 ノ川 河 谷 東端 部の

吉野町香朿や西 部 の桃 山町安楽川 付近 に 分 布す る 菖蒲 谷

層 最 下部 層（三 木，1948），淡 路 島南 端 の 大 阪 層群油谷累

層 （Miki，1950）及 び 愛媛県双海町唐 rl［奇の 郡 中 層 相 当層

（八 木，1955）か ら産出 して い る．フ ウ属 は琵琶湖南方に

分布す る古 琵 琶 湖層群 で ぽ ガ ウ ス 期 とオル ドバ イイ ベ ン

ト（1．87−1．67Ma ）との 問 の 層 準 か ら も産出 し て い る （古

琵 琶 湖 団 体研 究 グ ル
ー

プ，1977）の で 注 意 を 要する．し

か し菖蒲谷層最下 部層 や 油谷 累層 で は，ガ ウ ス 期以前 か

ら しか 産 出 が 知 られ て い ない ヌ マ ミ ズ キ 属　CNyssa　），セ

ツ リ ミ ア サ ガ ラ 属（Meltiodendron）な ど も産 出 して い る

（三 木，1948及 び 百原 ・水 野 の 未公 表資料）．従 っ て こ れ

らの 地 層 の 年代 は 3Ma 前後で あ る 可 能 性 が 高 い ．もっ

と古 い 時代 の 可能性 もあるが，そ の 場 合に は オ オ ミ ツ バ

マ ツ （Pin ” s　trifotta　Miki）な どの 古 い タ イ プの 植 物 が 伴 わ

れ る（三 木，1948）．お そ ら く 4Ma よ り古 くな る こ と は

ない と思 わ れ る．

　大 阪で は，イ ヌ カ ラ マ ツ （Pseudotarix　haemPferi（Lamb．）
Gordon ）は オ ル ドバ イ イベ ン ト付近で ，また メ タセ コ イ

ア 属 （）lfetasequofα ）は ハ ラ ミ ヨ イベ ン ト（O．97−O．90Ma ）と

松 山逆磁 極 期 一ブ リ ュ ン ヌ 正 磁 極期境界〔O．73Ma ）との

中間あたりの 層準で，そ れ ぞれ消滅す る．一
方，ヒ メ バ

ラ モ ミ （Piceα m α s’imanvicgii　RegeD や チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ゥ

（Pinus 　horaiensis　S、　et　Z、）は 2・ル ドバ イ イベ ン トとハ ラ

ミ ヨ イベ ン トとの 中間の 層準あたりか ら出 現する．また

ク ル ミ属で は ハ ラ ミヨ イベ ン トの 直下あた りを境 に それ

よ り下 位 の 層準 か らは オ オ バ タ グ ル ミ （加卿 郡 mega 、

einerea 　Miki　ex 　Chaney）が ，上 位 の 層 準 か らは マ ン シ ュ

ウ グ ル ミ（J” glans　 maitdshurica 　Max ．）が 産出 して い る （以

巳，市原 ほ か，1986 ；Momohara ，1992な ど ）．こ れ ら の

化石 の 組合 わせ に よ っ て ，地層 の 年代 を限定 す る こ とが

で きる ．

　菖蒲谷層で は，下 部層 の
．
ド部 か らイ ヌ カ ラマ ツ が 産出

す るが，それ よ り上位 に は み られ な い ．また メ タ セ コ イ

ア は下 部 層 か ら上 部層 の 下 半 部 ま で 連 続 的 に 産 出す る

が，．L部層上 半部の 堆積期 に は 消滅 した とみ られ，また

代 っ て チ ョ ウセ ン ゴ ヨ ウ が認 め られ る（Momohara 　 et　al．．

1990；水野
・
百原，1992）．こ れ ら か ら，菖 蒲谷 層下 部

層 か ら上 部 層 に か けて の 年代 は 約 2−O．8Ma 頃 と考えら

れ る．

　森由層 か らは イヌ カ ラマ ッ，ヒ メ バ ラ モ ミ，メ タ セ コ

イ ア が産出 して い る （Miki，1957）．ま た 土 柱 層 の
一

部 の

層準か ら は メ タ セ コ イ ア が 産 出 して い る が イ ヌ カ ラ マ ツ

の 報告は な い ．森山層の 中に イヌ カ ラマ ッ の 消滅す る層

準が ある とみ られ る．また 土 柱層 は 森山層 よ りも上 位に

あ た る 可 能性 が 高 い ．こ れ ら の 推定 は 阿 子 島 ・須鎗

（1989）に よる テ フ ラ の 放射年代値 と調 和 的で あ る．

　岡村層 で は
， 下 部 か ら メ タセ コ イ ァ が 産 出 して い る 〔高

橋 ，1958）．ま た オ オ バ タ グ ル ミ，ヒ メ バ ラ モ ミ，メ タ

セ コ イア，マ ン シ ュ ウ グ ル ミが 層準 の 明 らか で な い 数 地

点 か ら産 出 し て い る （Miki ，1957 ； 稲 見，1982及 び 百

原 ・水 野 σ）未公 表資料 ）．イ ヌ カ ラマ ッ は報告 さ れ て い

な い こ とか ら，本層 の 年代 は L5Ma 頃か ら 1Ma よ り少
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し新 しい 時期 に 及 ぶ とみ られ る ．

　伊予市森の 海岸 に分布す る 郡中層で は
， イヌ カ ラマ ツ

は 下部か らの み 産出して い る．ま た メ タ セ コ イア は ど の

層準で も認め られ，上 部 で は ヒ メ バ ラ モ ミ を伴 っ て い る

（水 野，ユ987＞．従 っ て，年代 の 範囲 は お よ そ 2−1Ma 頃

と推定され る，こ れ は松井ほ か（1985＞に よる，テ フ ラ の

放射年代値
・
古地磁気層序 に 基づ く推定年代 と調 和的 で

あ る．

2．テ フ ラの 対比

　瀬戸 内海周辺 地 域 を 含め て，各地の 鮮新
・
更新統 に挟

在する 主要な軽石 層 ，火 山灰 層 をそ の 層位 と岩石学的特

徴 に 基づ い て 対比 した．対 比 され る各テ フ ラ の 重 鉱 物組

成 と火山 ガ ラ ス 及 び 斜方輝石 の 屈折率を Fig．4 に示す．

そ れ ぞれ の 試料 の 採取地点 は ，ピ ン ク火由灰 層 （大 1反府

和 泉 市光明池）以 外 は模式地 また は そ の 近 くで あ る．屈
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闘U對一懸口 心一贐］慰一 Fig ．4　 Heavy 　mineral　composition　and 　refr
tive 　indicesof 　glass 　shards 　 and　orthopyroxerle　on　so

　correlativetephras ．　H α　hornblende ，　 OPx ；  rthopyro
ne ，　CPx ：cli ・ nopyroxene ，　Opq ：opaque　 nlinerals ，　Cm：
mmingtonite ， Ot ：Oita 　Group ， 　Sj： Saijo 　 Formation ， 　D

FDochu　Forma ． tion ，　Os ：Osaka 　Groロp ，　 Sb ：Shobudani

Formation ，　 Gc ： Gunchu　 Formation ， 　 My；Mor

ama 　 Formation 、 折率測 定 装 置 は 主 と し て

MS87 （京都フ ィッ ション・ ト ラ ッ ク 社 製 ） によっ

． ま た そ れぞれ のテフラの火凵」 ガラスのICP 発光分析法（

川 ，1990 ）に よ る化 学 組． 成 値 を Fig ， 5 に示す

分 析 は大手開発 株 式 会 社 地 科 学 試 験 所 による〉 ． 対

される テフラ相 互 で は ，重鉱物 組成 や 屈 折 率 及 び 火

ガ ラ スの化学組成は 類 似し ，ま た 火 山ガ ラ ス の 含有

， 各構 成
鉱

物 の 特 徴 など も 類似し て い て， そ れ らは

一 テ フ ラ であ る 可 能性が 高 い．以 下 に 対比 され る テ

ラ に つ い て 略 述 す る が，すでに 報 告 されて い る

フ ラ に つい て はその 岩石学的 記 載

省略 す る ， 　 真 ノ 池 火 山 灰層と 対 比されるテフラ 　大阪層 群に挟

する真ノ池火山 灰層（【tihara 　 et 　 al ． ， 19

，吉 川 ， 工976 ）及 び
それと同一層と考えられ てい る 島

山 火山灰層（竹辻 ・ 市原 ， 1967 ） に対比されるテフラ

とし て ， 淡路島の 大 阪 層 群中 の 横 山火山灰層 （新称）

森 山層下 部 に挟在 す る 藤井 寺 火山灰層（阿子 島・須 鎗，

1989 ）が あ る．横山 火山 灰 層は，東浦町横山に 分布 し，

の 挟 在層準は 富島累 層（ 水野ほ か ， 1990 ）上 部 の 最 一

  で ある． 本 層 は ，厚 さ 約 20cm で ， 灰 白 色 を呈 す

ガラ ス質火山灰からなる． こ
れ ら 各 テ フラ は 重 鉱物

して普 通角閃 石 ，斜 方輝石 ， 単斜 輝石， カ ミン グト

閃 石 を含 む 特徴 が あ る ． 真 ノ 池 火 山 灰層 の 層 位は

オルドバイイ

ベントとガ ウス ー松 山 期境界 の 闇に あ

（市 原 ほ か ， 1984 ）． 　郡中一T3火 山 灰層 と榎
火 山 灰 層 　

中層中の T3 火山灰層（水野，1987 ）と 淡路島の大

　 　 　 　えなみ 層群 中の 榎列火山 灰層（新称）

が対
比
され る．榎列火 山 灰 層は三原町榎列山 所 に 分 布 す る ．本

は，愛宕 累 層 （岡・寒川 ， 1981 ； 高 嬌 ほ か ， 199

j 上 部の最上 部に挟 在 し ， 前述し た 横LL ］火 山灰層

近接 した 層準で あ る と 考 え られ る が ， 上下関 係 は 不

で あ る ． 厚 さ は約2cm で ， 灰 白 色 を 呈 し ， 細 粒 の

ラス質 火山 灰から なる ． 対 比 され る 両火山灰 層は，

鉱 物 が ほ とん ど カ ミ ン グトン閃 石 か ら な るという 特

を 持 っ てい る． こ の 重 鉱 物組 成 を 持 つ テ フ ラ は 極め

稀 で あり ，

比の主な根拠とした．両テ フ ラ

オル ド バイ イ ベ ン ト 付近の 層 準と思われるが明確 で はない． 　福 田火 山灰

と対比される テフ ラ 　 大 阪 層 群中 の福田火 山 灰層 （ lt
ara 　 e@al

．，1975 ； 古 川， 1976 ）に対比される テ フ

と し て 淡路 島 の 大阪 層 群中の く 　る 　ま 久留麻火山灰層（水野ほ

，1990） ，菖 蒲 谷層 下部 層に挟
在
する 菖蒲谷1（御幸 辻 ）火

灰 層 （Momohara 　 et 　 al ． ， 1990）及び五

ユ 火 山灰層 （ 水 野 ・ 1 白原， 1992 ） が ある ， 五

1 火「
【1 灰 層 以 外 の 対 比 はす でに藤本 ほ か （ 1989 ） に よ
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Fig．5　Chemica且composition 　of　volcarlic 　glasses 〔エf　tephras 　by 　ICP　emission 　 spectrometry ．　Fe203T 　means 　total　Fe

as　Fe203、　Analyst：Geotechnica亘Laboratory，　BishimetaE　Expleration　Co．，　Ltd．『

下部 が灰 白
一白色 ガ ラ ス 質層 で，中部 に ア ズ キ色 を呈 し

結品粒 の 比率が や や 高 くな る 層 が あ る とい う特徴を持

つ ．こ の よ うな尉相 を示 すテ フ ラ は 他 の 層 準 に は 知られ

て い ない ．福 田火山灰層 の 層位 は，オ ル ドバ イイベ ン ト

の 直上 で あ る と推定 され て い る （市原 ほ か
，
1984＞．

　 ピン ク火山灰層と対比 されるテ フ ラ

　大阪層群中の ピン ク火山灰 層（Itihara麗 畆 ，1975 ； 吉

川 ，1976な ど ）に 対 比 され るテ フ ラ と して ，菖 蒲 谷 層 中

の 五 條 4 火山灰層及 び 枇杷谷火山灰層 （水 野 ・百原，

199Z），土柱層中の 土柱火山灰層（水野，1987 ；阿子島
・

須鎗，1989）が あ る．ピ ン ク 火 ［［i灰 層 の 層準 は ハ ラ ミ ヨ

イ ベ ン トに 相 当 す る と考 え ら れ て い る （lshida　 et　 al ．，

1969＞．他 の テ フ ラ も放射年代 また は 植物化E と 占地磁

気極性 （正 帯磁）の 組合 わ せ か ら，ハ ラ ミ ヨ イベ ン トに あ

た る と考え られ，岩石学的特徴の
一
致とあわ せ て ，互 い

に 対比 さ れ る．

　栂火山灰層 と対比 され る テ フ ラ
　 　 　 　 　 　 　 とが

　大阪層群中の 栂火山灰層（ltihara　et　al．，／975； 古川，

1976）に対 比 さ れ るテ フ ラ と して，土柱層 中 の 熊谷寺火
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お か ごう

山灰層 （本稿），西条層 中の 岡郷火 ［．1恢 層 （東元 ほ か，

1985）及 び 大分層群 中 の 誓願寺軽石層（水野 ほ か
，

ユ989）

が ある．熊谷寺火山灰層を除い た 各テ フ ラ の 対比 はすで

に 吉川 ほ か（199ユ）で 述べ られ て い る．こ れ らの テ フ ラ は，

粒度や 色 が 多少 異 な る厚 さ数 cm の 層 が 何 枚 も重 な る岩

相 を示 す こ と と，構成粒子 と して 褐色 ガ ラ ス を含 む塊

状 ・粒状 ガラ ス が多い こ とが特徴で あ る．栂火山灰層 の

層 位 は ブ リ ュ ン ヌ
11E

磁 極期 内 に 位 置 し （Torii　 et
’
al．．

1974），また 海 水 準変 動 に対 応 した 海 成 粘 土層 と の 関 係

（ltihara　et　 al、．1975）な どか ら，そ の 年代 は約0．6−0．5Ma

と推定 され る．

　その 他の テ フ ラ の 対比

　土柱層中の 井出］ （大久保谷）火 山灰層（水 野，1987）は
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三 豊層群中の 上 高野火山灰層（斎藤文紀，未公 表）に対比

され て い る（水野，1987）．また 菖蒲谷層最上 部層 中 の 粉

河 寺火山灰層 （水野 ・百 原 ，1992）は 大 阪 層群 中 の 八 田，

和 田 火山灰層 （吉川 ，1973）に 対比 さ れ，そ の 年代 は 約

0。3Ma と推定 さ れ て い る （水野 ・古 川，1991）．

3 ．フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク年代値 につ い て

　古地磁気層序 や テ フ ラ の 対比 さ ら に 大型植物化石 の 産

出状況 に 基づ くと，各地 で 求め られ た フ ィ ッ シ ョ ン ・
ト

ラ ッ ク年代値 の 中に は，Mankinen 　and 　Dalrymple（1979）

の
．
占地 磁 気 タイ ム ス ケー

ル や，さ らに少 し
．
占い 年 代 値 を

示す Shackleton　et 　al 、（1990）や Hilgen （1991）の 古 地 磁気

タ イ ム ス ケール を基準に して も，そ れ ら よ り古め に 出て

い る もの が 少 なか らず あ る と考 え ら れ る （Fig．2 参照 ）．

た と えば，福 田 火 山灰 層 の 層準は オ ル ドバ イ イベ ン トの

直一ヒに あた り，そ の 年代 は古地磁気 タ イ ム ス ケ
ー

ル に従

う と約 1．6−1．7Ma と推 定 さ れ る が，福 田 火山灰層 に 対

比 され る 久留麻火 ll」灰層 の 年代値 は2．5± 0．3Ma （水野 ほ

か，1990），菖蒲谷 1 （御幸辻）火山灰層 の 年代値 は 2．07

±0．36Ma （鈴木，1988）で あ る．中 央構造線沿 い に分布

す る地 層 は 年 代 の 決 め 手 に な る も の が 少 な い た め に，

フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク年代値 に頼 りが ちで あ るが，そ

の 扱 い に は十分注意す る必要があ る．

中央構造線沿 い の 堆積盆 地 の発達史

　前章で 述べ た地層 の 対比 を基準 に して ，巾央構造線 に

沿 っ た 堆積盆 地 の 発 達史 を考 え る ，また瀬 戸 内海東部 地

域 に お ける，筆者 の イ メ
ージす る堆積場 の 変遷 を Fig，6

に示 した．大 阪湾周辺 や香州 の 古 地 理 は 市原 ほ か（199ユ）

及 び 古市（1981，1982），須鎗 ・阿 子島（1990）等 を参考 に

した．

　植物化石 に 基づ くと
，

3Ma 前後 の 年代 と考えられ る

地層が，紀 ノ 川 上 ・
下流域 ，淡路島南端，伊予灘 の 海岸

沿い に分 布 して い る こ とに な る．そ の 正 確 な分 布 範 囲 は，

周囲が 沖積層等 に覆 わ れ て い た り，海域 で あ っ た りす る

た め に，よ くわ か ら な い．紀 ノ 川 上 流部で の ，菖蒲谷層

最下 部層 の 岩相 をみ る と，北 縁部 に 扇 状地成 の 不 淘汰 な

角礫層が あり， 南側の 本流型河川 成 とみ られ る 亜 Fl礫層

と イ ン ター
フ ィ ン ガ ー

して い る （Fig．8 ）．こ の よ うな

岩相か ら，中央構造線 に 沿 っ て 東西 に 延 び る 沈降帯 が，

小 規 模 なが ら最 下 部 層 堆 積当時 に存在 して い た とみ られ

る．淡路島で は，中部地域 と南端部 に 3Ma 前後 の 地層（愛

宕累層 下 部及 び油谷累層）が 分布 して い るが，南端部 で

は三 波川 帯起源の 結晶 片 岩 礫 を多量 に含 む の に対 して ，

中 部地域 で は 全 く含 ん で い な い ．こ の こ と は 両 地 域 で は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ つ る tj

水系 が 異な っ て い て，両地域間 の 諭 鶴 羽 山地が 当時か

Fig．6　Transition　of　sedimentary 　fields　since　the　Middle

Pliocene　in　 and 　 around 　the　 eastern 　Seto匡rlland 　Sea．

らす で に 存在 して い た こ と を示す と み られ る （高橋 ほ か，

1992＞．こ の よ うに 3Ma 頃か ら 中央構造線 に 沿 っ た地

域 に，大阪湾周辺の 堆積盆 地 と は独 立 して堆積場が 形 成

さ れ て い た と考えら れ る．

　 大 阪盆 地 南縁 に 分布す る 大阪層群最下部 の
・
部 も 3

Ma 頃 の 地層 とみ られ る （市原ほか，1986）が，その 中 に

は 三 波川 帯起源 と考 え ら れ る 結晶片岩礫 が 含 まれ て い

て ，当 時外帯 か ら中 央構 造 線 を横 断 して 北 流 す る河川 が

存在 して い た こ とが指摘 されて い る （市原，1966 ；岡，

1978＞．それ らの 河川 は，中央構造線沿 い に 形成 され た

小 盆 地 を経由 して い た か，ある い は独立 した別の 河川 で

あ っ た と考え られ る が，正確な流路 は わ か ら ない ．なお

淡路島中 ・北部に も結晶片岩礫 を含 む地層 が ある（市原，
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1966 ；岡 ・寒川 ，ユ980 が
，

こ れ ら は 3Ma よ り新 し い

地層 で あ る （水野 ほ か，1990 ； 高橋 ほ か ，
1992）．こ れ

らの 古流路 もよくわか っ て い ない ．

　植物化石 や テ フ ラ の 対比 に 基 づ く と， 2Ma 頃（ガ ウ

ス 正 磁 極期 と オ ル ドバ イイベ ン トと0）中 聞の 層準 にあ た

る時期）か ら中央構造線沿 い に広 く地層 が 堆積して い る．

紀 ノ 川 流域 で は，上流 域 か ら少なくと も中流域 にか け て，
2Ma 頃か ら 菖 蒲 谷層 下 部 層 が 堆積 して い る し，吉野川

下流域で は
， 森山層 が 同 じ頃か ら堆積 して い る．ただ地

下に は よ り古 い 地層が存在 して い るか も しれ ない ．松山

平 野 南 西端の 郡中層 の 下 限 も 2Ma 頃 と み られ る．西条

市周辺 の 岡村層 に 関 して は
， 地表に 露出 して い る地層 の

年代 は，もう少 し新 しい と推定 され る，しか し ド限 が確

認 されて い ない の で，地 表下 に よ り古い 時代 の 地 層 が存

在する 可 能性が 高 い ．

　紀 ノ川上流部で は，菖蒲谷層最下部層 と下部層が接 し

て い る．最下部層は，デ イサ イ トの P礫 を主 体 とす る礫

層 で ，・・
方下 部層 は 中一大礫 サ イ ズ の チ ャ

ー
ト， 砂岩礫

を主体 とす る礫層か らな り， 岩相が異な っ て い る．両層

の 堆積時期 に は，周囲 の 地理が異な っ て い たと考え られ，

従 っ て 両 層 間 に堆積間隙 が あ る 可能性が高い ．他の 地域

で は
，

3Ma 頃 と推定した 地 層 と 2Ma 頃以後 の 地 層 が

接す る と こ ろ は み られ ない ．

　 2Ma 頃 か ら堆積を始 め た 地 域 は，植物化石 や テ フ ラ

の 対 比 に 基 づ くと，多くが前期
一
中期更新世境界前後 ま

で 連続 して 堆積 を続け，現在丘 陵地 に な っ て い る と こ ろ

は，その 後 に隆 起域 に 変化 した と考 えら れ る．た だ し紀

ノ 川 下 流域 に は約0．3Ma と推定 され る 粉河寺火 山 灰 層

を挟む地層 （菖蒲谷層 最 上 部層 ）が あ る．本層 と紀 ノ 川

中 ・上 流 域 に 広 く分布す る．ヒ部層 とが 不整合 な の か，連

続 した堆積物なの か は よ くわ か らない ．ただどち ら に し

て も中期更新 臥中 頃 の 堆積場が 紀 ノ川 下 流域 に 限 定 され

た こ と は確 か で あ る．

　紀 ノ 川 や古野川 の 下 流域，西条市周 辺 の 平野部，松山

平 野 な どは，沖積層 が 広 く発達 し，現 在 で の 堆積場で あ

る と考えら れ る．こ れ らの 堆積場が い つ 頃 か ら形成 され

た の か は，地
’
hの 年代 に 関す る資料が乏 しい ため に よ く

わ からない ．

堆積盆地の 形成と断層活動との関係

　　
一

紀 ノ 川河谷を例 に して一

　中央構造線沿い の 堆積盆地 の 北 縁 ま た は南 縁 に は，断

層 が 存 在 して い て
， 鮮新 ・更新統 は こ れ らの 断層 に よ っ

て そ の分布が 規制され て い る ．こ の 事実 は，堆積場 の 形

成が断層活動 と密接に関係 して い る こ と を示 唆す る．以

下 で は 菖蒲谷層 が 分 布す る紀 ノ 川 河谷 を例 に して 両者の

関係 に つ い て 考察す る．こ の 地 域 の 断層活動史 に つ い て

は寒川（ユ977）や 岡田 ・寒川 （1978）な どが 詳 し く論 じて い

るの で，こ こで は 堆積物及 び堆積盆 地 を中 心 と して 若干

の 新知見を述べ る，

　Fig，7 に は紀 ノ 川中
・一ヒ流域 の 地質概略図を示 した．

こ の 地域で は，菖蒲谷層 は最下部層，下部層，上 部層 に

分け ら れ る．菖蒲谷層分布域の 北縁には広 く断層が 存在

し， 基盤岩類 と菖蒲谷層 とが 接 して い る （河 田，1939 ；

志井 田，1954 ；寒 川，1977な ど）．五 條市 か ら東方 に 存
　 　 　 　 　 　 ち また

在す る 断層 は 千股 （衝 上 ）断層 （志 井 田，1954）あ る い は

福神（衝上 ）断層（梅田，1973）と呼 ば れ て い る．五條市か

ら西方に 分布す る断層 につ い て は，中央構造線 の
一
都 に

Fig．7　Geological　sketch 　map 　of 　the　Kinokawa 　valley 　area ，　Kii　Peninsula．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologloal 　Soolety 　of 　Japan

中火構 遣 線 に 沿 う第＿瀬 戸 内期の 堆積場一そ の 時代 と変遷 11

含 め ら れ て い る （Kobayash 且 1941）の み て あ る た め，こ

こ で は 菖浦谷断層 （新称 〉とn／ふ

　千股断層は 畠蒲谷層 の
一

部 の 層 準（最下 部盾及 ひ 下部

層〉を変位 させ て い る か　梅 田 （1973），尽 川 （1977）に よ

る と こ の 断層 は 竜門累層あ る い は i 条層 とlllf’は れ る 地 層

に 不撃合 に覆われて い る　竜 門 累層　五 条層 に相当す る

地 層か 菖浦谷層 上部層 で あ る 菖蒲谷 層 の 摸式 地 と され，
ま た 断 層 裏 位 を受 けて い る こ とか 最初 に報｛

ll
さ れ た G可

田 ，
1939）橋本市自澹谷に 露 le　−gる地層 も同 し層準 に あ

た る （Mom 。hara　et　 al　 l990） つ ま り菖蒲谷断層 は 自 浦

谷層 ⊥ 部層 まて を変位 させ て い て ，千 股 断 層 よ りも後 の

町期 まて 盾動的て あっ たとみ られ る　昌蒲谷層 卜韻層 と

ト部層 と は 五條 以 曲て は 整合 で あ り，その 境界の 年代は，
ハ ラ ミ ヨ イへ ／ トの 層 凖 に あた る と考え ら れ る 五 條 4 火

川仄層 か 上 祁層 の 中 部 に 扶 在す る こ と な とか ら，約

12 −10Ma と推定 さ れ る　五 條 以 東 て も，両 部層 は断

8轍 亀 R 。und ・d　g・avel 　 d。mlnant
o 　　　 O　 o

’　て 　ワ　　
▼  賢 JAngular 　gravel　dommant
4　　 く　 4

蕷蕷蓬鳶 Clay −sand 　 domlnant

／
’

F・・ lt
．　 一一．，一 一、

　　　　　　　 り　　　　　　　　の

　　　。る … 」∵ 7

・ GQ 亅゚
ゼ∵

　　
・．
’
：　　  

el
、。。　

’
　　　

◆

　　　 1Lowermost 　 member

　　　　． ．、
・ち 碧 貸弧 も 丶

．， ∵ ・． ゾ ∴為L縫 ガ 鶲 よ

・　　 饗齋鵡 無 ゴ薯る
？

　　 薫 罵翼粧 搬 鷺

　　 9 べ・

Fig　8　Llthofacies　dstrlbution　at　three　stages 　of 　the　Shobudam 　Formation

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

12 水 　野 　清　秀

層近傍 を除 い て 整合で あ る とみ られ る．従 っ て 千 股 断 層

は 菖蒲谷層下部層堆積 の 頃 に 活動 して い た と考え ら れ

る，

　Fig，8 に は，各部層 ご との 主 要 な岩相分布 を示 し た．

どの 時 期 で も古 紀 ノ 川 の 本 流 型 礫層 で あ る ／O／円
一

円礫層

が主体 で あ る．しか し下部層 で は，北縁部 に 扇状地あ る

い は支流河川 的な亜 角
一
角礫層 が 発 達 して い る．それ ら

は 断層 に 沿 っ て 分 布 して い る が，各 断層 の 末 端 付近 に は

粘土層等 の 細粒な岩相が比較的優勢 で あ る．これ らの こ

と は，下部層堆積中から北縁部 に断層が存在 して い て，

急崖が 形成 さ れ，そ れ に 沿 っ て 扇状地 が 分 布 して い た こ

と を示す と考えられ る．
．
ド部層 や 上部層 は，

一
般に ご く

緩く北西 な い し北 へ 傾 い て い る（Fig、7 ）。千股 断層や 菖

蒲谷断層 が，こ の よ うな傾動運 動 を伴 い なが ら活動 して ，

柑対的 な沈降域 に 地層 が 堆積 して い
っ た と推定 され る．

　最下部層 で も北縁部 に扇 状 地 成の 礫層 が み られ る．し

か し分布が小規模 で あ る ため，最
．
ド部層堆積当時か ら断

層が 存在 して い た か ど うか 明 らか で は な い ．な お 最下部

層 と接す る 断層 は，下部層堆積時 に活動 した もの と考え

る．

　上 部層 の 岩相分布 をみ る と，五 條以東の 河谷北縁部に

は，扇状地成の 礫層 は ほ と ん どみ られない ．こ の こ とは

千股断層 が 上 部層堆積時 に は活動を停止 した と考えられ

る こ と と調和 的 で ある．一
方菖蒲谷断層沿 い で は 亜 角

一

角礫層 が 発 達 して い て，断層活動 が 継続 して い る こ とを

示す と考えられ る．こ の 断層沿い の 岩相 は，下部層 に 比

べ て 細粒相 の 割合 が少 な くな り，礫 も全 体 的 に粗粒 で 淘

汰度も低 い もの が 多くな っ て い る．こ れ は断層崖が 下部

層堆積時 よ りも成長 して い る ため で あ る と推定 され る．

　菖蒲谷断層 は 段丘 層 を ほ とん ど変位 させ て お らず，ま

た 変位地 形が 明瞭 で ない の で ，最近で は 活動的 で な い と

考え られ て い る（岡 田，1973b ；寒川，ユ977）．菖蒲谷層

上部層が堆積を終えて ま も な く，菖蒲谷断層 も不 活発 に

な っ た と思 わ れ る．

　段 匠堆積物を変位させ た り，変位地形が 明瞭 で，現在

活動的で ある と考え られ て い る 断層 は，五 条谷 ［析層 や 金

剛断層 で あ る （Fig．7 ：岡 田 ・寒川，1978 ；藤 田 ・奥 田，
1973な ど）．こ れ らの 断層 は 菖蒲谷断層 の 1−3km 北側 の

基盤山地 中 を菖蒲谷断層 と ほ ぼ平行 に走 っ て い る．五 条

谷断層 の 西側 に 連続す る 根来断層（岡 田 ・寒川 ，1978な

ど）も活断層 で ，紀 ノ 川 下 流域 で は 山地 と平野 部 と の 境

界 に な っ て い る．こ の 平野部 の 形成，発達 は
， 根来断層

の 活動 とあ る程度関係 して い る と考 え られ る．

　土柱層，岡 村層 の 分 布域の 北 縁 また は南 縁 に は，一
般

に 断層が 存在 して い て ，地層 の 分布を規制 して い る．こ

れ ら の 断層 の 多くは，菖蒲谷 断 層 と 同様 に 変位 地 形 が不

明瞭 で （岡 田 ，
1973a ；水野 ，1987な ど），最 近 で は活動

的で ない とみ られ る．断層 の 活動時期 も，紀 ノ 川 河谷の

場合 と同様 に それ ぞ れ の 地層 の 堆積時期 と重なっ て い る

可能性が高い ．また こ れ らの 占い 断層 に 平行 して
， 段 丘

層 を変位 させ，変位地 形 の 明瞭な断層が 存在 して い る （岡

田 ，1970，1973a な ど ）．新 旧 の 断層活動 は，菖蒲谷層 な

ど の 占い 堆積場 と現在 の 堆積場 を含 め た 地形 の 形成に 対

応 して い る もの と考 え られ る．

まとめと問題点

　紀伊半島から四 国に 至 る 中央構造線活断層系 に沿 っ た

地 域 に は ，鮮新
・
更新統 が 分 布 して い る．こ れ ら の 地層

の 年代 を推定 し
， それ をもと に 堆積場 の 発達 史を考 えた．

　地 層 の 年代 は，植物化石や テ フ ラ の 対
．
比などに基づ く

と，3Ma 頃か ら前期
・
中期更新世境 界 酊後 ま で に及 ぶ

と考え ら れ る．た だ 3Ma 頃 の 地層 の 年代 は
， 植物化石

の み に よ っ て推定さ れ て い るの で ，正 確 で は ない ．

　中央構造線 に 沿 っ た 地域 で は，局所的 に は 3Ma 前後

か ら堆積場 が 形成 さ れ始 め た と考 え ら れ る．そ の 時期 か

ら中央構造線 が活動 して い た か どうか は よ くわ か ら な

い ．2Ma 頃になるとかな り広域 に わた っ て 堆積場が 形

成 され た．また こ の 頃 か ら 断層活動 が 活 発 に な っ て きた

と思 わ れ る． 2Ma 頃か らの 堆積場 は 3Ma 頃 の 堆積場

が徐々 に広 が っ て い っ た もの か，それ と も
一
度消滅 した

の ちに新たに形成 され た もの な の か は不 明で あ る、た だ

3Ma 頃 か ら 2Ma よ り新 しい 地 層 まで が 連続的 に堆積

して い る とこ ろ は どこ に もみ られ な い こ と を考え る と，

後者 の 可能性 が 高い ． 2Ma 頃か ら形成 され た堆積場 は，

前期
一

中期更新世境界頃 まで 存続 し，そ の 後少 な くと も

一一
部 で は隆起域 に 変化 して い る．堆積場 の 形成 に 関与し

て い た 断層 もこ の 頃 に不活発 に な っ た と み られる．現在

沈 降域 に あ る堆積場 は
， 古 い 堆積場 か ら移 り変 わ る よ う

に形成 され た の か，そ れ と も後の 時期 に なっ て から新た

に広が っ たもの なの か は よ くわ か らな い ．こ の 問題点 を

明 らか にす る に は，地 下 地 質に 関す る詳細 な調査 が 必要

で ある ．

　中 央構造線 に沿 っ た 地域 で の 堆積場 は，50一工00万年程

度 の 間隔 で 拡 大 と縮 小 を 繰 り返 して い る よ うに もみ え

る．瀬 戸 内海 周 辺 地 域 の 堆 積 盆 地 で は，1司 じ く らい の 間

隔 で 堆積場の 移動が起 っ て い る こ とが多 く，た とえば 淡

路島中
・
北部地域 で も明瞭 に 現れ て い る （高橋 ほ か，

工992；Fig．6 ）．中央構造 線沿 い の 堆積場 の 変化 を
11E

確

に把握す る に は，瀬戸内海凋 辺 を含 め た広範な地域 に わ

たっ て，古水系を含め た詳細 な古地 理 の復元 を行な うこ
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とが 必 要 で あ ろ う．ま た堆 積場 の 変 化 が なぜ 起 こ る の か ，

そ の 原 因を 明 らか にす る こ と も今後の 課題で ある．
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　紀伊半 島か ら四 国 に か け て の 中 央構造 線 活 断 層 系 に 沿 っ た 地 域 に は，河 川 な い し小 規 模 な 湖 沼 成 の

　鮮新 ・
更新統 が 細長 く分布 して い る．こ れ らの 地 層 の 年代 は，植物化石や テ フ ラ の 広域 対 比 な どか ら，

　3Ma 頃 か ら 前 ・中 期更新世境界前 後 まで に 及 ぶ と推定 され る．3Ma 頃か ら 中央構造線 に 沿 っ て ，
　小規模 な 堆積場 が 形 成 さ れ 始め た と考え ら れ る．ま た 2Ma 頃 か ら は広 く堆積盆 地 が 形成 さ れ，こ

　 の 頃か ら断層活動 も明瞭 に な っ たと推定され る．こ れ らの 堆積盆地 は 前期更新世末期あた りまで 存

　続 し，そ の 後少な く とも
一

部 の 地 域 で は 隆起 して し ま う．こ れ にあわせ て 古い 堆積場 の 形成 に 関与

　 して い た 断層 も不活発 に な っ た と み られる ．
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